
信条により輸血を拒否される方に対する輸血に関する当院の方針について 

 

当院は地域の中核病院であり、急性期治療が必要な患者様の診療をする機会が多いた

め、治療の際に輸血が必要になる場合があります。可能な限り無輸血での治療に努めます

が、「輸血以外に救命手段がない事態に至った場合には輸血を行う」という「相対的無輸

血」を病院の基本方針としております。また、輸血を行う際には可能な限り事前に再度ご

説明しますが、病状急変などで十分な話し合を持つ時間的猶予がない場合は、事前の説明

なしに救命を優先して輸血を行います。 

当院のこの方針を許容できない場合は、原則として転院をお勧めしております。未成年

に対し輸血が救命に必要な場合には、親権者の同意が得られずとも輸血を行います。 

医療行為における輸血の必要性は患者様個々で異なるため、輸血を行わない場合のリス

クや代替療法等については、担当医にご相談ください。 

ご理解・ご協力のほどお願いいたします。 
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